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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
３

６
回

ー
２
 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
・・ ・・
補
給
路
石
垣
修
復
準
備

補
給
路
石
垣
修
復
準
備

補
給
路
石
垣
修
復
準
備

補
給
路
石
垣
修
復
準
備
とと とと
笠
捨
山
間

笠
捨
山
間

笠
捨
山
間

笠
捨
山
間
のの のの
倒
木
処
理

倒
木
処
理

倒
木
処
理

倒
木
処
理
作
業

作
業

作
業

作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
 

 ◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

９
月

１
２

日
( 土

) ～
１

３
日
( 日

) 
◇

参
加

者
；

 
青

木
宏

充
、

梶
野

照
雄

、
鈴

木
貴

宏
、

山
口

泰
宏

（
以

上
１

泊
２

日
）
１
３

１
３

１
３

１
３
日日 日日
；

沖
﨑
吉

信
、

川
島

 
功

、
大

江
加

予
子

、
 

 
 

 
 

大
江

徳
子

、
畑

林
清

子
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
計計 計計
９９ ９９
名名 名名
 

 
 
 

 ９９ ９９
月月 月月
１
２

１
２

１
２

１
２
日日 日日
( 土

)  
快

晴
 

茂
原

ク
ニ

ッ
ク

と
の

懇
親

会
は

中
止

に
な

っ
た

が
、

崩
れ

た
補

給
路

石
垣

の
修

復
が

急
務

で
あ

る
た

め
、

行
仙

宿
で

作
業

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
 

午
前

７
時

に
家

を
出

る
。

五
條

の
イ

オ
ン

で
食

糧
や

氷
を

調
達

し
て

、
大

淀
町

経
由

で
池

原
に

向
か

う
。
午

前
１

０
時

過
ぎ

に
ス

ポ
ー

ツ
公

園
に

到
着

。

青
木

車
に

は
、

東
京

か
ら

奈
良

へ
単

身
赴

任
中

の
鈴

木
氏

が
同

乗
。

鈴
木

氏

は
先

月
、

逆
峯

奥
駈

中
弥

山
小

屋
で

青
木

さ
ん

と
知

り
合

い
、

行
仙

宿
ま

で

同
行

さ
れ

た
縁

で
、

今
回

作
業

を
お

手
伝

い
頂

く
こ

と
に

な
っ

た
。
 

行
仙

宿
へ

向
か

う
途

中
、

佐
田

付
近

の
養

殖
場

で
ア

マ
ゴ

を
購

入
、

登
山

口
に

は
午

前
１

１
時

２
０

分
に

着
い

た
。
 

 
 

 
 

 

ス
ポ

ー
ツ

公
園

で
 

 
 

 
 

 
ア

マ
ゴ

養
殖

場
 

 
 

 
 

 
 

登
山

口
で
 

 昼
食

後
、

１
３

時
過

ぎ
か

ら
青

木
、

鈴
木

、
梶

野
の

３
名

で
補

給
路

石
垣

の
補

修
用

の
石

を
集

め
始

め
る

。
 

 
 

 
 

 

カ
ラ

池
付

近
で

石
集

め
 

 
 

 
 

 
 

一
輪

車
・

手
箕

で
運

搬
 

 
 
 

 カ
ラ

池
付

近
の

東
側

窪
地

に
適

当
な

サ
イ

ズ
の

石
が

あ
る

の
を

、
先

週
確

認
し

て
い

た
の

で
、

石
集

め
は

ス
ム

ー
ズ

に
で

き
た

。
 

１
４

時
前

に
遅

れ
て

登
っ

て
こ

ら
れ

た
山

口
さ

ん
が

合
流

、
４

名
と

な
り

作
業

が
進

ん
だ

。
最

初
は

一
輪

車
を

一
人

で
押

し
て

運
ん

で
い

た
が

、
登

り

坂
で

苦
労

し
た

の
で

ロ
ー

プ
を

付
け

、
引

っ
張

り
な

が
ら

２
人

で
運

ぶ
よ

う

に
し

て
少

し
楽

に
な

っ
た

。
 

一
輪

車
で

８
往

復
、

手
箕

運
び

で
５

往
復

、
７

０
個

ほ
ど

の
石

を
崩

れ
た

石
垣

の
前

ま
で

運
ん

で
１

５
時

過
ぎ

に
石

運
び

を
終

了
。
 

崩
れ

た
石

垣
を

片
付

け
始

め
る

が
、

石
を

取
り

す
ぎ

る
と

崩
れ

て
い

な
い

部

分
も

崩
れ

そ
う

に
な

る
の

で
、
通

路
部

分
を

平
坦

に
す

る
だ

け
に

と
ど

め
る

。

そ
の

後
、

８
月

５
日

に
伐
採

さ
れ

た
斜
面
放
置

の
杉

の
中

で
簡

単
に

引
き

上

げ
ら

れ
そ

う
な
丸
太
材

を
補

給
路

ま
で

引
き

上
げ

て
本

日
の

作
業

を
終
え

た
。
 

 

１
７

時
３

０
分

か
ら
夕

食
の
準
備

を
始

め
た

。
今

回
も

食
材

の
準
備

か
ら
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調
理

ま
で

、
全

て
青

木
さ

ん
が
担

当
し

て
下

さ
り
超
感
謝

。
ア

マ
ゴ

の
塩
焼

き
と
鹿
肉

は
、
本

当
に

お
い

し
か

っ
た

。
ビ

ー
ル

、
日
本
酒

、
焼
酎

で
話

が

進
み
「

さ
あ

、
寝

よ
か
」

と
言

っ
た

の
が

２
３

時
。
外

に
出

て
み

る
と

上
空

は
晴

れ
て

い
て
星

が
た

く
さ

ん
見
え

て
い

る
。

少
し
風

も
あ

り
半
袖

で
は
肌

寒
い

。
ス
ト

ー
ブ

の
お

か
げ

で
室
内

は
２

３
℃

で
朝

ま
で

快
適

だ
っ

た
。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    
ア

マ
ゴ

塩
焼

き
 

 
 

 
 

 
歓

談
中

 
 

 
 

 
 

 
 

１
２

日
の

参
加

者
 

 ９９ ９９
月月 月月
１
３

１
３

１
３

１
３
日日 日日
( 日

)  
晴

時
々
薄
曇
 

６
時

過
ぎ

に
起
床

、
窓

か
ら
空

を
見

上
げ

る
と

よ
く

晴
れ

て
い

る
。

１
１

日
の

予
報

で
は

昼
過

ぎ
に

一
時
雨

で
あ

っ
た

が
、
雨

の
降

る
気
配

は
無

い
。
 

青
木

さ
ん
特
製

の
サ

ン
ド

イ
ッ
チ

で
朝

食
。
８

時
半

か
ら

作
業

を
始

め
る

。
 

逓
信
道

の
補

修
は
台
風
シ

ー
ズ

ン
後

に
行

う
こ

と
に

し
、

新
宮
組

が
登

っ

て
く

る
ま

で
の
間

に
薪

作
り

を
行

う
こ

と
に

し
た

。
 

鈴
木

氏
は

青
木

さ
ん

の
指
導

の
も

と
、

小
屋

東
側

に
残

っ
て

い
た

３
０
㎝

程
の

木
を

小
割

に
。

東
京
生

ま
れ

の
鈴

木
氏

は
初

め
て

の
薪
割

、
斧

で
ス
パ

ッ
と

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

だ
っ

た
よ

う
だ

が
、
そ

ん
な

に
簡

単
に

は
い

か
な

い
。
 

楔
を
打
ち
込

ん
で
割

っ
て

い
く

う
ち

に
「
コ

ツ
が
つ

か
め

た
」

と
話

し
て

お
ら

れ
た

が
、

た
ぶ

ん
明

日
は
腕

が
筋
肉
痛

に
な

っ
て

い
る

だ
ろ

う
。
 

 
 

 
 

 

薪
割

り
中

の
鈴

木
氏

 
 

 
 

山
口

さ
ん

は
斧

で
 

 
 

 
 

新
宮

組
到

着
 

 

山
口

さ
ん

と
梶

野
は

、
お
堂

前
で
完
全

に
枯

れ
て

し
ま

っ
て

い
た

８
ｍ
程

の

木
を
伐
採

、
小

さ
く
切

っ
て
薪

に
し

た
。
 

薪
作

り
が

終
わ

り
か

け
た

１
０

時
、

新
宮
組

５
名

が
到

着
。

新
宮
組

は
、

ま
な
板
( ２

) 、
毛
布
( １

) 、
ト

イ
レ

の
紙

入
れ
箱

、
湯
呑
( ３

５
) 、

サ
ン
ダ
ル

１
０
足

；
大

江
さ

ん
寄
贈
) を
荷

上
げ

し
た

。
 

川
島
代
表

は
休
む
間

も
な

く
、
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
を

出
し

て
き

て
笠
捨

山
の

倒
木
処
理

に
行

く
と

い
う

。
鈴

木
氏

が
同

行
し

て
く

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

。

鈴
木

氏
は

先
日

の
縦
走

時
、

青
木

さ
ん

の
ア
ド
バ

イ
ス

で
逓

信
道

を
通

過
、

笠
捨

山
は

登
っ

て
い

な
い

た
め

、
山

頂
ま

で
行

っ
て
み

る
そ

う
だ

。
 

１
０

時
２

０
分

、
２

名
が
笠
捨

山
に

向
け

て
出
発

。
残

っ
た
男
性

４
名

は
斜

面
に
残

さ
れ

た
伐
採
杉

の
引

き
上
げ

、
女
性
陣

３
名

は
在
庫

調
査

や
整
理

を

担
当

し
た

。
 

１
１

時
４

０
分

か
ら

昼
食

、
食

後
残

っ
た

作
業

を
終
え

、
１

３
時

３
０

分
ご

ろ
か

ら
下

山
準
備

を
始

め
る

。
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行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
～～ ～～
笠
捨

笠
捨

笠
捨

笠
捨
山山 山山
間間 間間
のの のの
倒
木
処
理

倒
木
処
理

倒
木
処
理

倒
木
処
理
 

 
台
風

１
１
号

通
過
直

後
に
歩

い
た

登
山

者
が

、
笠
捨

山
～

行
仙

宿
間

に
倒

木
が
多

く
て
歩

く
の

に
苦

労
し

た
と

宿
泊
利

用
ノ

ー
ト

に
記
載

さ
れ

て
い

る
、

そ
の

後
青

木
氏

が
踏
破

し
、
倒

木
約

２
０
本
在

る
が

、
迂

回
で

き
歩

行
に
支

障
が

な
い

が
、
行

仙
宿

補
強

路
側

の
杉

が
斜

木
し

て
い

る
と
報
告

が
あ
つ

た
。
 

来
週

の
４
連
休

を
控
え

、
南

奥
駈
道

を
維
持
・
管
理

し
て

い
る

当
ぐ

る
ー

ぷ
と

し
て
放
置

す
る
訳

に
は

い
か
ず

、
倒

木
処
理

す
る

こ
と

に
し

た
。
 

川
島

は
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
の
刃

を
新
品

に
替
え
背
負

い
子

に
付

け
、

同
行

の

鈴
木
君

に
は

、
１
斗
缶

に
燃
料
・

オ
イ
ル
・

手
鋸
・

２
人

分
の
弁

当
と
飲
料

水
を

入
れ
背
負

い
子

で
担

い
で
貰

う
。
 

１
０

時
２

０
分

出
発

。
八

大
金
剛
童

子
像

か
ら

登
っ

た
尾
根
ピ

ー
ク
辺

り

か
ら
倒

木
が
散
見

さ
れ

る
。
歩

行
に
支
障

の
枝

は
鈴

木
君

が
手
鋸

で
切

る
。

笠
捨

山
の
鞍

部
手

前
の
岩
稜

で
昼

食
(1
2
:1
0
) す

る
。
こ

の
間

に
約

１
０
本

の

倒
木

を
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
処
理

し
た

。
 

 
 

 
 

ヒ
メ

シ
ャ

ラ
倒

木
処

理
 

歩
行

支
障

の
枝

・
手

鋸
処

理
 

 
道

を
塞

ぐ
倒

木
 

 昼
食

後
、
笠
捨

山
直
下

の
鞍

部
か

ら
少

し
登

っ
た

地
点

に
４

～
５
本

の
倒

木
が

あ
り
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
処
理

す
る
間

に
、

鈴
木
君

に
空

身
で
笠
捨

山
山

頂

へ
登

頂
し

て
来

る
様

に
、

そ
の
間

の
登

路
の
倒

木
有
無

を
確

認
し

て
貰

う
。
 

笠
捨

山
直
下

の
疎

林
帯
尾
根
迄

登
り

鈴
木
君

を
待
機

。
 

鈴
木
君

は
、

山
頂

に
１

３
時

に
登

頂
し

て
１

３
時

１
０

分
に

合
流

。
山

頂

迄
倒

木
は
無

い
と

の
こ

と
。
 

こ
れ

ま
で
約

２
０
本
弱

の
生

木
・
枯

木
の
倒

木
を
処
理

し
持

経
宿

へ
戻

る
。
 

 
 

 

 
倒

木
処

理
 

 
 

 
 

鞍
部

手
前

の
岩

稜
で

昼
食

 
 

笠
捨

山
直

下
の

倒
木
 

１
４

時
過

ぎ
に

N
o
２

２
鉄
塔

へ
と

登
っ

て
い

る
と

、
呼

ぶ
声

が
あ

り
「
 

も
う
直

ぐ
だ
！
」
と
返

す
、
１

４
時

１
５

分
持

経
宿

着
。
鈴

木
君
ご

苦
労
様

で
し

た
。
コ

ー
ヒ

ー
が

用
意

さ
れ
餡
餅

も
あ

り
有
難

く
頂

く
。
 

こ
れ

で
４
蓮
休

前
に
南

奥
駈
道

が
整
備

出
来

、
登

山
客

も
快

適
・
安
全

に

歩
け

る
こ

と
で

あ
ろ

う
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
川

島
)  

 

 

 
 

 
 

 

補
給

路
谷

側
の

補
強

 
 

 
 

倒
木

処
理

班
帰

着
 

 
 

 
１

３
日

の
参

加
者
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１
４

時
１

５
分

、
笠
捨

山
倒

木
処
理
班

２
名

が
帰

着
。
休
憩

後
１

４
時

４
０

分
に
下

山
開

始
、

１
５

時
１

５
分

に
登

山
口

到
着

。
登

山
口

で
解
散

。
 

新
宮
組

は
、
帰

路
本

日
１

５
時
開

通
の

奥
瀞
道

路
Ⅱ
期
工
事

部
分

の
走

り

初
め

を
す

る
そ

う
だ

。
 

鈴
木

氏
は

今
回

初
め

て
参

加
し

て
い

た
だ

い
た

が
、

山
口

さ
ん

と
共

に
水

汲
み

に
も

行
か

れ
、
薪
割

に
も
挑
戦

、
笠
捨

山
の
倒

木
処
理

に
も
ご

同
行

い

た
だ

き
、

一
番

の
功

労
者

だ
と
思

う
。

赴
任
期
間

中
に

参
加

い
た

だ
け

る
チ

ャ
ン

ス
が

あ
れ
ば

、
是
非

参
加

を
お
願

い
し

た
い

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    
 

９９ ９９
月月 月月
１
２

１
２

１
２

１
２
日日 日日
( 土土 土土

) 

堺
7
：
0
0
→
1
0
：
1
0
ス

ポ
ー

ツ
公

園
→
1
1
：
2
0
登

山
口
→
1
2
：
1
5
行

仙
宿

昼
食

1
3
:0
0
→

作
業
→
1
7
：
3
0
夕

食
→
2
3
：
3
0
就
寝

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

９９ ９９
月月 月月
１
３

１
３

１
３

１
３
日日 日日
( 日日 日日

) 

6
：
3
0
起
床
・
朝

食
→
8
：
3
0
薪
割
→
1
0
：
3
0
伐
採
材

引
揚
げ
等
→
1
1
：
4
0

昼
食
→
1
4
：
4
0
持

経
宿
下

山
開

始
→
1
5
：
1
5
登

山
口
・
解
散

。
 

新
宮
組

新
宮
組

新
宮
組

新
宮
組
；； ；；
新
宮

7
:3
0
→
9
:1
0
登

山
口

9
:1
5
→
1
0
:0
5
持

経
宿

。
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梶
野
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